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■ ポイント 

富山大学学術研究部医学系 公衆衛生学講座の土田暁子助教らのグループは、「子どもの

健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」の富山ユニットセンターの参加者に提供

した教育イベント（離乳食セミナーおよびリトミック*教室）と、その後に依頼した質問票

返送との関連を調べました。その結果、教育イベントへの来場者は、質問票が未返送とな

る割合が低くなることを明らかにしました。 

 
*リトミックとは、音楽とともに体を動かし、体を使った表現や音楽に対する感性を養う教育方法です。 

 

・この研究成果は医学研究の専門誌「BMJ Open」に 2022年 12月 20日に掲載されました。 

・https://doi.org/ 10.1136/bmjopen-2022-064229 
 

本研究は環境省の子どもの健康と環境に関する全国調査に係る予算を使用し行いました。 

論文に示した見解は著者自らのものであり、環境省の見解ではありません。 

  

出生コホート調査参加者向けのイベント開催と 

イベント後に依頼した質問票返送率の関連 
～エコチル調査富山ユニットセンターでの検討～ 



■ 研究の内容 

質問票調査は多くの人から日常生活や心情などの情報を収集し、社会の問題を明らかに

する重要な調査手法です。しかし、依頼しても質問票の回答が得られないことや、中途で

調査をやめてしまう（脱落）事例が起きることで、本来得られるべき情報が得られないこ

ともしばしば生じてしまいます。とくに、長期間に渡って対象者を追跡する調査では、調

査の参加者が質問票に回答するモチベーションを維持することは大変難しく、大きな課題

となっています。そのため、これまでにも多くの研究で、調査参加者のモチベーション維

持の取り組みについて検討されてきました。 

 

その手段として、回答の手間に対する少額の商品券や日用品などのインセンティブ配布

や、調査員が電話やメールなどで回答を促すことなどがモチベーション維持に効果がある

と報告されています。また、調査の主催者が参加者と対面でコミュニケーションを取るこ

とも効果があるという報告もありましたが、調査主催者が開催するイベントとその後に配

布した質問票の返送との関連を検証した事例はほとんどありませんでした。 

 

そこで、子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）に参加しエコチル調査

富山ユニットセンターが追跡している母親とその子ども（5,379 組）を対象に、イベント

を開催しその後に配布した質問票の返送率について検討しました。エコチル調査は妊娠中

の母親が調査に参加し、生まれたお子さんを長期的に追跡する調査です。妊娠中はエコチ

ル調査の調査員が産科施設で母親と対面し手渡しで質問票の配布回収を行いましたが、１

カ月健診以降は年に 2 回、郵送にて質問票の配布と回収を行っています。我々はお子さん

が生後 8カ月のころに「離乳食セミナー」と、生後 1歳 8カ月のころに「リトミック教室」

を企画・開催し、調査参加者のイベント来場とイベント後に配布した郵送での質問票の返

送率との関連を検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．本研究のデザイン 



対象者は、イベント時に既に対象の月齢を超えてしまったなどの理由により案内を送ら

なかった非招待群、案内したが申し込まなかった非申込群、申し込んだが来場できなかっ

た申込群、来場してイベントを体験した来場群の 4 つのグループに分け、それぞれの質問

票返送率を比較しました。その結果、離乳食セミナーと 1 歳時質問票の返送率の検討（解

析 1）、リトミック教室と 2歳時質問票の返送率の検討（解析 2）、のいずれにおいても、非

招待群と比べて、申込群と来場群のいずれも返送率が高いことがわかりました。また、解

析 2では、イベントの案内を送ったのみの非申込群も、非招待群より高い返送率でした。 

 

解析 1 離乳食セミナーと 1歳時質問票返送の関係 (n = 5,317) 

 
1 歳時質問票の返送  

返送数 対象数 返送率 オッズ比 (95% 信頼区間) 

1) 非招待群 1779 1903 93.5% Reference 

2) 非申込群 2662 2857 93.2% 0.95 (0.75, 1.20) 

3) 申込群 200 204 98.0% 3.49 (1.27, 9.53) 

4) 来場群 352 353 99.7% 24.54 (3.42, 176.13) 

 

解析 2 リトミック教室と 2歳時質問票返送の関係 (n = 4,947) 

 
2 歳時質問票の返送  

返送数 対象数 返送率 調整オッズ比* (95% 信頼区間) 

1) 非招待群 239 277 86.3% Reference 

2) 非申込群 3915 4353 89.9% 1.55 (1.02, 2.36) 

3) 申込群 87 88 98.9% 10.27 (1.36, 77.73) 

4) 来場群 224 229 97.8% 5.66 (1.93, 16.54) 

太字は統計的有意差あり(p < 0.05)を示しています。 

＊解析 2 は以下の変数で調整。母親年齢、教育歴、世帯年収、就労状況、喫煙習慣、飲酒習慣、産後うつ

傾向、父親のエコチル調査参加、年上のきょうだいの数 。 

 

郵送による質問票調査では、調査主催者は参加者と直接会うことはできませんが、対面

や電話で話すなどのコミュニケーションの機会を設けることは高い調査参加率と関連し、

調査への参加意欲を高めるとする報告があります。本研究の結果は、調査主催者と参加者

の間にコミュニケーションの機会を設けることで、調査参加者のモチベーションが高まっ

たことにより質問票返送が多くなったことが推察されました。 

 

 本研究より、同様の質問票調査を実施する調査主催者に対し、情報の欠損を防ぐ可能性

がある方策を提示することができました。しかし本研究では、比較群の割り付けを無作為

化していない点や、調査参加者の性格特性の情報を収集することができなかったため調整

に含めていない点などいくつかの限界が挙げられます。今後はこの結果を検証し得るデザ

インの研究を行い、イベント開催と質問票返送の関係について確かめる必要があります。 



 

【「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」とは】 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から小児期

にかけての化学物質ばく露が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で約 10 万組の親子を対象として環境省が開始した、大規模かつ長期

にわたる出生コホート調査です。臍帯血、血液、尿、母乳、乳歯等の生体試料を採取し保

存・分析するとともに、追跡調査を行い、子どもの健康と化学物質等の環境要因との関係

を明らかにしています。 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医

療研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地

域で調査を行うために公募で選定された 15の大学等に地域の調査の拠点となるユニットセ

ンターを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

 

●  環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」WEB サイト 

http://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html 

●  富山大学 エコチル調査 WEBサイト 

http://www.med.u-toyama.ac.jp/eco-tuc/ 

 

 

【論文詳細】 

論文名： 

Provision of educational events and subsequent questionnaire response rates in 

a large-scale birth cohort study from Japan  

 

著者： 

土田暁子・城川美佳・松村健太・伊藤実香・田中朋美・浜崎景・稲寺秀邦 

 

掲載誌： 

BMJ Open（2022 年 12 月 20 日オンライン掲載） 

・http://dx.doi.org/10.1136/bmjopen-2022-064229  
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